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８
月
３
日
（
日
）、
い
び
が
わ
の
祭
り
が
揖

斐
川
河
畔
、
商
店
街
通
り
を
中
心
に
開
催
さ

れ
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
「
あ
り
が
と
う
花
火
」

で
は
、「
記
念
花
火
」
の
後
、
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
貼
ら
れ
た
花
火
約
４
千
発
が
打
ち
上
げ
ら

れ
、
訪
れ
た
多
く
の
皆
さ
ん
を
魅
了
し
て
い

ま
し
た
。

　
ま
た
、
毎
年
恒
例
と
な
っ
た
「
民
踊
流
し

お
ど
り
」、「
屋
台
村
」
な
ど
、
多
彩
な
催
し

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
第
57
回
岐
阜
県
消
防
操
法
大
会
が
、
８
月

３
日
（
日
）、
加
茂
郡
富
加
町
の
半は

に
ゅ
う
が
お
か

布
ヶ
丘
公

園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催
さ
れ
、
揖
斐
郡
代
表

と
し
て
揖
斐
川
町
消
防
団
（
揖
斐
分
団
）
が

出
場
し
ま
し
た
。

　
県
内
か
ら
選
抜
さ
れ
た
消
防
団
28
チ
ー
ム

が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
こ
の
大
会
で
は
、
各

チ
ー
ム
が
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
レ
ベ
ル

の
高
い
消
防
操
法
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
揖
斐
分
団
は
練
習
の
成
果
を
十
分
に
発
揮

し
、
優
良
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
出
場
選
手
の
皆
さ
ん
連
日
連
夜
の
訓
練
お

つ
か
れ
様
で
し
た
。

出
場
隊
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

隊
　
長
　
　
団
　
長
　
　
橋は

し
も
と本

　
利と
し
ひ
ろ弘

旗
　
手
　
　
分
団
長
　

　
林
は
や
し

　
　　
浩
ひ
ろ
し

　

指
揮
者
　
　
班
　
長
　
　
細ほ

そ

の野    

真
ま
こ
と

１
番
員
　
　
団
　
員
　
　
伊い

と

う藤    

正
た
だ
し

２
番
員
　
　
団
　
員
　
　
野の

は

ら原
　
友と
も
か
ず和

３
番
員
　
　
班
　
長
　
　
八や

わ

た幡
　
雅ま

さ

お夫

吸
管
補
助
員

　
　
団
　
員
　
　
新し

ん

け家
　
正ま

さ

み巳

▲華麗な消防操法を披露した揖斐分団▲出場隊の皆さん

▲民踊流しおどりの様子▲揖斐川の夜空に咲いた大輪の花火

岐
阜
県
消
防
操
法
大
会

〜
揖
斐
分
団　

健
闘
！
〜

〜
清
流
揖
斐
川
の
恵
み
に
感
謝
！
〜

い
び
が
わ
の
祭
り
開
催
！
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山
び
こ
の
郷
夏
祭
り
が
、８
月
２
日
（
土
）、

山
び
こ
の
郷
・
久
瀬
振
興
事
務
所
駐
車
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
よ
さ
こ
い
踊
り
や
中
学
生
の

合
唱
、
盆
踊
り
な
ど
が
行
わ
れ
、
山
び
こ
の

郷
に
入
所
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
も
一
緒
に
楽
し
み
ま
し

た
。

　
最
後
に
西
津
汲
地
内
か
ら
花
火
の
打
ち
上

げ
が
行
わ
れ
、
山
間
に
響
く
花
火
の
音
と
と

も
に
、
夏
の
夜
空
を
美
し
く
彩
り
、
訪
れ
た

人
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　
８
月
６
日
（
水
）
に
、
揖
斐
川
尚
和
園
、

特
養
尚
和
園
、
西
濃
サ
ン
ホ
ー
ム
の
三
施
設

合
同
で
夏
祭
り
盆
踊
り
大
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。

　
会
場
で
は
輪
投
げ
、
く
じ
引
き
な
ど
も
行

わ
れ
た
ほ
か
、
ジ
ュ
ー
ス
や
綿
菓
子
、
ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
な
ど
が
訪
れ
た
皆
さ
ん
に
配
ら

れ
ま
し
た
。

　
盆
踊
り
、
大
和
太
鼓
の
演
奏
、
花
火
な
ど

が
行
わ
れ
、
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る
皆
さ

ん
や
地
域
の
皆
さ
ん
は
楽
し
い
夏
祭
り
を
十

分
に
満
喫
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

７

月

31

日

（
木
）
久
瀬
公
民

館
で
久
瀬
花
き

生
産
組
合
主
催

の
久
瀬
花
き
品

評
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
小

菊
や
し
き
み
の
、

色
や
形
、
つ
や
、

商
品
性
な
ど
を
基
準
に
審
査
さ
れ
、
そ
の
結

果
、
知
事
特
別
賞
は
小
菊
を
出
品
さ
れ
た

増ま
す
も
と
し
ょ
う
ご

元
正
吾
さ
ん
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
の
入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

（
敬
称
略
）

■
切
花
の
部
（
小
菊
）

金
賞
（
町
長
賞
）　         

　   

山や
ま
も
と本   

友と
も
ゆ
き之

銀
賞
（
岐
阜
生
花
市
場
協
同
組
合
理
事
長
賞
）  

長な

が

や屋  

　
薫
か
お
る

銅
賞
（
い
び
川
農
業
協
同
組
合
長
賞
）
安あ
ん
ど
う藤   

和か

ず

こ子

奨
励
賞
　
　
　
　
　
　
　   

　 

長な

が

や屋
た
つ
よ

■
枝
物
の
部
（
し
き
み
）

金
賞
（
町
長
賞
）　
　
　        

高た
か
は
し橋    

努
つ
と
む

銀
賞
（
揖
斐
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
所
長
賞
）
　
村む

ら

せ瀬   

佐さ

い

ち一

銅
賞
（
久
瀬
花
き
生
産
組
合
長
賞
）
高た
か
は
し橋
せ
つ
子

奨
励
賞
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

鳥と

り

い井   

平へ

い

じ二

　
７
月
26
日
（
土
）、
遊
ら
ん
ど
坂
内
駐
車

場
の
特
設
会
場
で
、
夜
叉
ヶ
池
伝
説
道
中
ま

つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
夜
叉
ヶ
池
伝
説
に
沿
っ
て
夜
叉
堂
（
神
戸

町
）
か
ら
八
丈
岩
（
長
良
）、
は
た
ご
岩
（
東

横
山
）、
長
昌
寺
（
坂
内
川
上
）
を
巡
り
、

最
後
に
特
設
会
場
で
龍
神
の
舞
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。

　
特
設
会
場
で
は
、
物
産
販
売
や
バ
ザ
ー
な

ど
も
行
わ
れ
、
多
く
の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
坂
内
小
中
学
生
の

太
鼓
の
披
露
、
よ
さ
こ
い
踊
り
な
ど
が
行
わ

れ
、
最
後
に
行
わ
れ
た
龍
神
の
舞
で
は
、
全

長
21
メ
ー
ト
ル
の
龍
神
が
、
訪
れ
た
皆
さ
ん

を
魅
了
し
ま
し
た
。

夏
祭
り
盆
踊
り
大
会
開
催
！

夜
叉
ヶ
池
伝
説
道
中
ま
つ
り
開
催

〜
幻
想
的
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
〜

山
び
こ
の
郷
夏
祭
り
開
催
！

久
瀬
花
き
品
評
会
開
催
！

▲多くの皆さんを魅了した龍神の舞

▲金魚すくいで楽しみました

▲盆踊りの様子
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平
成
18
年
８
月
１
日
か
ら
、
北
和
中
学
校
、

谷
汲
中
学
校
を
中
心
に
外
国
語
指
導
助
手
（
Ａ

Ｌ
Ｔ
）
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
サ
イ
モ
ン
・
パ
ー

ク
さ
ん
が
、
平
成
20
年
７
月
31
日
の
契
約
期

間
終
了
に
伴
い
、
帰
国
さ
れ
ま
し
た
。

　
帰
国
を
前
に
宗
宮
町
長
へ
勤
務
報
告
を
行

い
、
町
長
よ
り
労
い
の
言
葉
が
か
け
ら
れ
た

後
、
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　
２
年
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
７
月
22
日
（
火
）、
揖
斐
川
町
中
央
公
民
館

で
、
地
区
予
選
を
勝
ち
抜
き
見
事
全
国
大
会

等
に
出
場
す
る
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者
の
皆
さ
ん

の
激
励
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
選
手
の
皆

さ
ん
か
ら
は
「
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
生
か

し
、
頑
張
り
ま
す
。」
と
力
強
い
抱
負
が
あ
り
、

宗
宮
町
長
か
ら
は
「
一
生
の
思
い
出
に
な
る

よ
う
、
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。」
と
激
励
の
言
葉
が
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

大
会
に
出
場
さ
れ
る
の
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

【
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
者
】

小こ

で

ら寺
　
悠ゆ

か

り

佳
里
さ
ん
（
柔
道
）

宗そ
う
み
や宮

　
次つ

ぎ

お男
さ
ん
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
監
督
）

羽は

が賀
　
敦あ

つ

こ子
さ
ん
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

坂さ
か
ぐ
ち口

　
美み

ほ保
さ
ん
（
空
手
道
）

高た
か
は
し橋

　
茉ま

り里
さ
ん
（
空
手
道
）

小お

ぐ

ら倉
　
未み

や耶
さ
ん
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

森も
り
も
と本

　
智と

も

や也
さ
ん
（
卓
球
）　

【
全
国
大
会
等
出
場
者
】

竹た
け
な
か中

　
宏ひ
ろ
あ
き旭
さ
ん   

（
卓
球
　
大
和
小
６
年
）

荒あ
ら
ほ
り堀

　
芽め

い衣
さ
ん   

（
空
手
道
　
谷
汲
小
１
年
）

島し
ま
お
か岡

　 

司つ
か
ささ
ん
　  

（
空
手
道
　
清
水
小
３
年
）

高た
か
は
し橋

　
風ふ
う
や弥
さ
ん
　（
空
手
道
　
谷
汲
小
６
年
）

大お
お
に
し西

　
加か

な

こ

奈
子
さ
ん
（
空
手
道
　
久
瀬
中
１
年
）

山や
ま
も
と本

　
拓た
く
む夢
さ
ん   

（
卓
球
　
久
瀬
中
２
年
）

北き
た
が
た
や
き
ゅ
う

方
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
み
な
さ
ん

　
揖
斐
川
町
と
友
好
都
市
提
携
を
結
ん
で
い

る
北
海
道
芽
室
町
の
小
中
学
生
12
人
が
、
８

月
６
日
か
ら
８
日
に
か
け
揖
斐
川
町
を
訪
れ
、

８
月
７
日
（
木
）
に
は
、
北
方
小
学
校
の
児

童
と
交
流
し
ま
し
た
。

　
北
方
小
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ
た
交
流
会

で
は
、
北
方
小
学
校
児
童
に
よ
る
北
方
踊
り

の
披
露
や
ゲ
ー
ム
交
流
な
ど
で
親
睦
を
深
め

ま
し
た
。
ま
た
、
今
回
は
ふ
じ
は
し
星
の
家

に
宿
泊
し
、
徳
山
ダ
ム
の
見
学
や
鮎
の
つ
か

み
ど
り
な
ど
揖
斐
川
町
の
自
然
や
伝
統
文
化

を
満
喫
し
ま
し
た
。

▲北方野球少年団の皆さん

▲全国大会等に出場される皆さん

▲北方踊りの様子（北方小学校体育館にて）

▲記念品を受け取るサイモン・パークさん

▲インターハイに出場される皆さん

全
国
大
会
等
出
場　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
優
秀
者
激
励
会

北
海
道
芽
室
町
と
学
校
間
交
流

〜
み
ん
な
友
達
に
な
れ
た
よ
！
〜

Ａ
Ｌ
Ｔ
の
サ
イ
モ
ン
・
パ
ー
ク
さ
ん
が

帰
国
さ
れ
ま
し
た
！
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谷
汲
深
坂
に
お
住
ま
い
の
、
寺
井
津つ

■た

ゑえ

さ
ん
が
、
７
月
４
日
（
金
）
に
95
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
寺
井
さ
ん
は
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
と
詩
吟
が

大
好
き
な
可
愛
い
笑
顔
の
方
で
す
。

　
長
寿
者
褒
賞
を
受
け
ら
れ
、
長
寿
の
お
祝

い
と
褒
賞
金
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　
５
月
３
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
高た

か
は
し橋

　
昭
あ
き
ら

さ

ん
（
西
津
汲
）
が
旭
日
単
光
章
を
受
章
さ
れ
、

宗
宮
町
長
か
ら
ご
家
族
へ
伝
達
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
高
橋
さ
ん
は
、
平
成
７
年
４
月
か
ら
２
期

８
年
に
わ
た
り
、
旧
久
瀬
村
長
と
し
て
道
路

整
備
や
教
育
環
境
の
整
備
な
ど
地
方
自
治
の

振
興
、
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
生
前
の
功
績
が
認
め
ら
れ
今
回

の
叙
勲
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。
多
大
な
功

績
に
対
し
、
敬
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
心

か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。
　

　
揖
斐
警
察
署
管
内
で
今
年
に
入
っ
て
か
ら

８
月
４
日
ま
で
に
７
件
（
７
人
）
の
交
通
死

亡
事
故
が
発
生
し
、
交
通
事
故
に
よ
る
死
者

が
昨
年
同
時
期
と
比
べ
６
人
増
加
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
８
月
４
日
（
月
）
に
は
、
交
通
死
亡
事
故

抑
止
を
図
る
た
め
の
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
作
戦
の

出
発
式
が
行
わ
れ
、
白
バ
イ
19
台
と
パ
ト

カ
ー
５
台
、
広
報
車
８
台
が
、
揖
斐
警
察
署

か
ら
出
発
し
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
交
通
事
故
に
は
、
十
分
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　
８
月
５
日
（
火
）
岐
阜
県
庁
議
会
西
棟
で
、
生

き
た
森
林
づ
く
り
協
定
締
結
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
協
定
は
、
イ
ビ
デ
ン
株
式
会
社
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
揖
斐
自
然
環
境
レ
ン
ジ
ャ
ー
、
岐
阜
県
及
び

揖
斐
川
町
の
４
者
が
協
働
で
森
林
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
の
も
の
で
、
岐
阜
県
地
球
環
境
の
保
全
の

た
め
の
森
林
づ
く
り
条
例
に
基
づ
く
事
業
者
第
１

号
と
し
て
、
イ
ビ
デ
ン
株
式
会
社
が
森
林
整
備
計

画
書
を
岐
阜
県
知
事
へ
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
、
こ
の
計
画
に
基
づ
き
森
林
整
備
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

▲協定書を掲げ握手を交わしました。

▲出発前の交通機動隊（揖斐警察署前にて）

生
き
た
森
林
づ
く
り
協
定
締
結
式

交
通
死
亡
事
故
抑
止

ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
作
戦
！

叙　

勲　

受　

賞

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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